
 

 

【担当】 

京都府立医科大学 企画広報課 堤 

 TEL: 075-251-5804 

E-mail: kouhou@koto.kpu-m.ac.jp 

[PRESS RELEASE] 
2025 年 1 月 23 日 

 
         
 

京都府立医科大学 寄附講座 

「コネクトフリー・ヘルスケア ２１世紀医療講座」開設！ 
 

京都府立医科大学は、京都府から誕生したユニコーン企業であるコネクトフリー株式会社と連

携・協働し、２１世紀の新たな医療の可能性を切り拓くべく、２０２５年１月１日に寄附講座「コ

ネクトフリー・ヘルスケア ２１世紀医療講座」を開設しましたのでお知らせします。 

 

１．寄附講座の概要～医療における役割～ 

安全かつ安価に繋がる次世代インターネット方式「Internet3」を医療分野で活用し、医療従事者が

最先端のコンピューティング、ネットワーク、ソフトウエアを、より自由に、迅速かつ直接的に活用

できるようにすることで、患者と人類の未来のために、より効果的な医療行為・医療処置を行えるよ

うになります。 

地域医療を支える医院や市民病院と大学病院のような基幹病院を Internet3 でネットワーク構築

することで、リアルタイムに診療や相談ができます。セキュリティが高いため、例えば以下のような

応用も期待できます。 

 

 ・急性期疾患の対応（転院・相談・治療方針決定） 

 ・病院ネットワーク間におけるセキュリティの高いカンファレンス 

 ・病理診断（専門家ネットワークにおける迅速で正確な診断） 

 ・エキスパート手技の閲覧 

 

その結果、CD の処理や輸送にかかる人手や時間も節約でき、府民は、これまでよりはるかに迅速で専

門的な医療を、均一に受けられることになります。 

 

２．寄附講座のビジョン 

医療の進化は、技術革新の速度に比例して加速するべきです。しかし、現在の医療現場は多くの制

約と複雑な課題に直面しています。このような課題を解決すべく、「Internet3」という画期的な基盤

を活用した「コネクトフリー・ヘルスケア」が誕生しました。「コネクトフリー・ヘルスケア ２１世

紀医療講座」は、その第一歩です。 

コネクトフリー・ヘルスケアは、医療と２１世紀の技術を本質的に統合することで、安全性と柔軟

性を兼ね備えた通信環境を提供し、医療従事者が患者に対して最適な医療行為・医療処置を行える「自

由」を実現します。例を挙げると、遠隔地の患者が都市部の専門医からリアルタイムでの診察や治療

計画の共有を受けることを可能にします。また、医療データのセキュアな共有により、迅速な診断と

治療が可能になり、医療資源の有効活用が促進されます。 

重要な点は、単なるデジタル化ではなく、現場に寄り添い、医療従事者や患者が求める「自由」を

提供することです。医療従事者が日々直面する障壁を取り除き、本来の使命である患者ケアに集中で

きる環境を整えることが本講座が描く未来像です。 

京都府立医科大学とコネクトフリー株式会社との協働により、日本国内だけでなく、世界に向けて

持続可能で人間中心の医療モデルを発信していきます。コネクトフリー・ヘルスケアを通じて、医療

従事者は距離や時間の制約から解放され、府民の皆さんにより豊かな健康を実現します。 


